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本報告について 

 
お茶の水女子大学附属学校園連携研究は、本学の附属幼稚園、附属小学校、附属中学校、

附属高校、そして大学の教員が参加している研究会であり、各学校園の教員が学校種を超
え、それぞれの部会に分かれて自主的に教育研究活動を進めている。 

本学では、それらの４学校園が同一のキャンパスにあることから、校種間の研究交流を
定常的に行うことが比較的容易であり、そのことにより本研究会が実現されているものと
考えられる。 
  令和 7 年度は、以下の 11 部会が活動を行った。 

1) ことば・国語部会 
2) 社会科部会 
3) 算数・数学部会 
4) 理科部会 
5) 表現を広げ深める部会 
6) 自学・自主研究部会 
7) 子どもの心とからだの発達部会 
8) ICT 部会 
9) 外国語活動・英語部会 
10) エシカルラーニングラボ 
11) 幼小接続部会 

   
コンピテンシー育成開発研究所は、この 11 部会のそれぞれが令和 7 年度に扱うテーマと

して「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」と
いう共通テーマを提案した。連携研究は、様々な学校種の先生方が参加する場であり、校
種間の段階的教育や連携教育に関する知見や洞察が得られやすいものと考えられる。 

なお、「お茶大コンピテンシー」とは、お茶の水女子大学が育成対象としてとくに注目し
ている資質・能力であり、批判的思考力、協働性、創造的思考力、問題解決力、他者理解
力、対人葛藤解決力、省察的思考力、自己制御力、内的統制感、エージェンシーの 10 個が
含まれる。 

研究結果については、次の４つの節からなる構成を踏まえ報告していただくようお願い
した。 

（１）当該テーマに関する本部会の課題 
（２）課題に関する本部会の取り組み 
（３）まとめ 
（４）参考資料 
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提案を受け、ことば・国語部会、表現を広げ深める部会、ICT 部会の 3 部会において本
テーマを検討することとなった。本報告は、これら 3 部会での検討結果を取りまとめたも
のである。なお、各部会には幼稚園教員が参加していなかったため、本報告の対象は小学
校段階以上に限定されている。 

近年、コンピテンシー・ベースの教育が広く普及しつつあり、発達段階に応じた教育に
関する知見の重要性はますます高まっていると考えられる。そうした知見を充実させるた
めには、段階的教育に関する現場からの見解が重要な役割を果たす。今後も、このような
見解の蓄積が進められることが期待される。 

末筆ながら、共通テーマを扱ってくださった３つの部会の先生方を始め、提案の機会を
受け入れて下さった連携研究のすべての先生方に厚くお礼申し上げたい。 

 
2026 年３月 31 日 

 
編集協力者 

お茶の水女子大学附属学校部長   坂元 章 
お茶の水女子大学特任助教     押尾 恵吾 
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部会長：附属小学校  岡田博元 !
部会員：附属小学校  大村幸子・黒田英津子・下脇陽子・白川治・森壽彦 !

附属中学校  廿樂裕貴 !
附属高等学校 今成智美・保科 綾香 !

!
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 本部会は国語という教科にとどまらず、実生活に生きてはたらくことばの力を育てていくために、
各学校段階でどのような実践が行われているかを共有し、それぞれの学校段階からの捉えと、そこに
共通することばの学びについての実践理論を共有することを目的としている。 

また、実践研究において“違い”を感じる点を中心に、それぞれの発達段階の学習において「母語の
学び」「“ことば”を対象とした学び」の連続性と意識すべき点を検討すべく、連携研究に取り組んで
いる。  

母語の教育である国語科は、小学校低学年では相当な時間数が充てられているが、高学年・中学
校と進むにつれ、時間数が減少するとともに、扱うべき内容・知識量が飛躍的に増えていく。また、
高等学校では、教育内容を学校カリキュラムに合わせて選択的に扱うことになる。そのため、発達段
階・学校段階に応じて、単元や学習過程に対する扱い方が変容していく !

そこで本部会では、小・中・高 12 年間の学びを見通して各学校段階における「授業づくり」の特
質を明らかにすることを連携の視点とした。また、それぞれの実践者が目の前の学習者の“今”から生
起することばの学びをつくり、それを継続しようとすることを大事にしている。 

そのため、領域を絞った小中高の一環型カリキュラムの作成を目指すのではなく、各学校段階で
の授業実践から得られる示唆を共有することで、子どもたちの学びをどのように具体化し、領域横断
的に「生きてはたらくことば」を育んでいくのか、その際のポイントとなる事柄を明らかにしてい
く。 !

また、本学連携研究の全体テーマである「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の
接続を意識した開発研究」に関わって、本部会で注視するコンピテンシーを挙げながら、それに関わ
る「ことばの育ち」について実践を通して検討していく。 今年度は昨年度に引き続き、お茶大コン
ピテンシー10 のうちの「創造的思考力」を観点として今年度の取り組みをまとめることとした。 

本報告書では、最初に部会としての「創造的思考」の捉えを述べ、続いてそれが小・中・高の実
践ではどのように表れているのか、実践提案を通して小・中・高 12 年間の学びの姿を通して考察し
ていく。 
 
 
!

!

!
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「出来事が育む“ことば”への意識」 !

附属小学校 岡田 博元 !
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～「見えない思いをことばにのせて」絵から広がることばの世界～  小学校４年生の実践 
�¥�§ �É
f�¡���{���ý�“�q���� ! �E���•
¾��  

１．はじめに 
 「ことば・国語部会」では、「創造的思考力」を観点として取り組みを進めてきている。創造的思
考力については、以下のように示されている。 

 創造的思考力とは「たくさんの意見・アイディアを生み出す力、多くの意見・アイディアからよりよいも
のを選び出す力」である。心理学や教育学における定義によると、具体的には「前提知識をみにつける準備
段階、あたため段階、ひらめき段階、検証段階の４段階から構成されるスキル」である。授業に応用できる
育成法としては、例えば、アイディアの産出と検証過程において産出物に対して何か制約を加えることで、
よりアイディアが産出されやすくなる。また、マインドワンダリングは、特に産出初期において、無関係な
課題に取り組んだり考えたりすることで創造的思考が促進されることを示した。 

 今回の実践では、詩を書く際に、抽象的な絵を用いて言葉を生み出そうとするものである。小学校
の教科書では、詩の題材を、自分の生活の中から見つけることが多いのだが、生活とは関係のない
「絵」という存在が子どもの創造的思考力にどのように働きかけるかを考えたい。 
２．研究テーマ 

想像する力を生かして、ことばを磨く子を育てる 
       ～「見えない思いをことばにのせて」 絵から広がることばの世界～ 
! ! 提案のねらい ～「想像すること」と「ことばに表現すること」を楽しむ～ 
＜想像することとは＞ 
! 0ê�†�p�8�M�•�\�A�_�
�•
@�Š�c�±�)�̂ �Š�T�\*ƒ�<�S�@�
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 イマジネーション Imagination（英） 
 想像、想像力。現在の知覚によらない物事の影像を意識に浮かべること。�…�Ê�É�º�4 �í �ì �Ÿ
Ö�¦�Ô�æ�Ð��	G
�‚ �É�&�ó �Ã�†�…�Ê�É�º�4 �í �µ �Ú�ó �ê�¶�Á 
ü �²�Ÿ�Î�‚ �í�¿�ª�æ�>�ú	G�‚ �É�&�ó �Ã�§�•�æ�‡詩作に必要なのは、この創作
想像で、これはイメージの結晶にとってかくことのできないものであり、それは現実に知覚したことから触
発され過去の経験をひそめているが、再認識感情を伴わずに、直感的に新しい影像をつくってゆく。この想
像における心的能力は、詩人の才能といわれるなかで、もっとも大きい部分をしめるが、詩人自らが詩作の
経験のなかで体得してゆくこともできるものである。���= �Æ�Å�æ�É�Ê�†�X
Ó�Å�r	G�ú�� で、そこからは、たとえ
ば自分の無意識のなかに沈んだものを、あることがらから忽然として想起するように、常識以外のひろい世
界さえ詩人のものとすることができるのである。 
 現代のように不条理なことでみちみちている時代では、現象面だけではつかまえることのできないものが
たくさんある。詩人はどうしても想像力、思考力の働きによって、その感じたものの本質を表現することが必
要であり、この場合、FÒG�FþG�G�Fþ�¥4ŠFþ�¦"@ F÷FåFØF¸�•
@ Fø)� G�FôFÔFöF¸0ê�ÇFþ
Æ4ŠF÷�š�g FåG�F0̧
7§Fú7\�s G"G�
FóFïF¸�¨8�$× Fú/²#' FûG�F÷FïFÛG�G�FãFøFÜF÷FÝG�のである。  「詩の辞典」菅原克己編（飯塚書店 1977 年）より 
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多くの心理学的問題と同様、想像力の探求は語源学の誤った知識によって、混乱させられている。いまでも
人々は想像力とはイメージを形成する能力だとしている。ところが、	G�‚�I �Ã�Ê�Û�²�è�÷�~ �Æ�ã�¾�Á
i�� �°�ç�º �ö
�3�J�
 �í 
*�Ÿ �´�æ�á�I �Â�•�å�†�¸�ç�Ê�ê�¬�Á�Ý ���œ�Ž �ö�3�J�
 �¦�ä�ê�ç�ê�ç�í �•
Í �²�†�ö�3�J�
 �í �m�£�æ�á�I �Å�É�»�‡イメ
ージの変化、イメージの思いがけない結合がなければ、想像力はなく、想像するという行動はない。もしも
眼前にある或るイメージがそこにないイメージを考えさせなければ、もしもきっかけとなる或るイメージが
逃れてゆく夥しいイメージを、イメージの爆発を決定しなければ、想像力はない。 
ガストン・パシュラール 宇佐美英治訳「序論 想像力と動性」法政大学出版 1968 年 
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＜詩を作るときに子どもたちに投げかけたことば＞    
 絵をもとにしてことばで表すときに大事にしたのは、「詩ってなんだろう」に書かれている谷川さ
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んのことばである。「詩ってなんだろう」の中で谷川さんは、「へたでもいいから」「詩になっている
かどうかは、気にしなくていい」「なんでもないことも、詩になる」と書いていて、これを読むとほ
っとする。このような考え方で、子どもの創作を見ていくと、子どもの作品の見方も変わってくる。 

＜絵や写真からことばを生み出す＞ 
 以前、６年生の授業で写真を使って詩を作るという学習を行ったことがある。このときは、飛び込
みの４時間の授業だったため、自作の詩でなくてもよいことにした。写真の雰囲気の合うように、作
家の詩を自分でアレンジして作品作りを行った。この実践を通して、絵や写真を使って詩を作ること
で、子どもたちのことばの世界を広げることができるのではないかという考えをもった。 
 今回は、ジャン＝ミッシェル・フォロンというベルギーの作家の絵を取り上げて、絵をもとに想像
を広げて、自分で詩をつくるという単元を構想した。 
＜ミッシェル・フォロンについて＞ 
 ミッシェル・フォロンは、ベルギーの作家である。アメリカの「ザ・ニューヨーカー」「タイム」
など、有名雑誌の表紙に挿し絵が掲載されたことをきっかけに、世界中から注目されるようになった。 
フォロンは、自分の名刺に「ＡＧＥＮＣＥＤＥＶＯＹＡＧＥＳＩＭＡＧＩＮＡＩＲＥＳ（空想旅行エ
ージェンシー）」と記し、自分の作品を通して、人々を時空を超えた自由な旅に誘いたいという思い
をもっていた。「空想の力をもってすれば、世界中どこへでも、宇宙にさえも、旅することができる。
そして、そこで起きていることを見聞きし、同じ生をわかちあう自然や人間に心を寄せることができ
る。」と空想旅行を捉えていた。 
＜ミッシェル・フォロンの絵から、ことばを紡ぐことへの可能性＞ 
 フォロンの作品は、柔らかな色彩とユーモアのある絵柄の中にメッセージが込められており、絵で
はあるが、詩的なものを感じる絵である。迷路に迷う人、様々な方向の矢印を頭にかかえている人、
一人さびしくキーボードにたたずむ人、背中にゼンマイをつけられて彷徨う人など、強烈な主張をす
るわけではないその絵を見たとき、絵の奧に隠されている思いを感じ取り、ことばにする学習が成立
するのではないかと考えた。 
＜思いを紡ぎ合う仲間としての教室づくり＞ 
 0ê�b �º�v �[�c�
�G�\�d�† &;�A�œ�: �� �\�K�Z�
�> �« �8�b �8�� �† 1� �s �œ�W�Z�
 +¬�( �b�> �¼�_ 
° �~�b 0ê�†
�ô �u�S�~�
�|�C �( �?�}�̂ �8 /²#'�
(á�“ �[�A�̂ �8 
Æ�� �̂ �]�† 0b�X�E�Z 0ð�K�œ�: �ì6ë �† 0¿�E�S�� &¾�b�� �–
�³�œ 0ê�� �\�K�Z�
 �Ç�“�Ñ�Ü�î �b �p �b�� �–�³�œ 0ê�� �† �ô �u�• �q�· �† /œ�W�S���� +¬�( �@�8�8�\ �î �<�d�Q�€
�[�8�8�b�[�c�̂ �8�?���\�8�: *ƒ�<�v�6�•�@�
�r�T�
 0ê�_�X�8�Z�b 0b�‰�í*ƒ �< �‰�† *ñ�Z�Z�8�• �•7u �[�6
�•�b�T�?�}�
�s�‡�^�[ 0¦1=�M�• �p �[���]�:�8�: �i �A�‰�@�|�8�b�?�����]�:�8�:�G�\�d�b �Q�8 �‰�†�M�•
�\ �î �8�@�� �ƒ�•�b�?���† �Û�g �œ�:�G�\�G�Q �²0[ �T�\ *ƒ�<�Z�8�•�� !
! �º�v �b �� �[ �±�) �_�K�Z�8�•�b�c�
�� +¬�( �c�G�:�8�: �î �8�† �� �<�|�:�\�K�Z �i �8�S���\ �� �<�•�G�\�b
�S�_�
�� �Ñ�Ñ�I�‡�c�
�G�:�8�:�G�\�† �� �<�S�C�Z�
�G�‡�^�G�\�d�† �Q�W�S�‡�L�w�^�8�?�^���\�?
�� �Ñ�Ñ�I�‡�b 0•�8�S�8�G�\�c�
�G�:�8�:�G�\�T�\ �î �:�|���\ %&�m�b /²#' �x �î �8�† 1� �s�\�W�Z �� �< �œ�:
�G�\�[�6�•���G�b�|�:�̂ 0ð�K�œ�8�_�|�W�Z�
 �i �8�S �•�Ç �c�� +¬�( �c�Q�: �î �W�S�‡�L�w�̂ �8�E�]�̂ ���\
�?�� +¬�( �|�~�v�U�w�‡�\ 1��Â �K�Z�C�€�Z�•�^�����Q�G�r�[ *ƒ�<�S�ƒ�E�L�w�^�8�E�]�
�Q�:�8�: 8¼�_ *ƒ
�<�}�€�•�‡�T���\�8�:�|�:�_ +¬�( �[�c�̂ �8 1! �?�_�|�W�Z�
 +¬�( �b �î �8�† �Ý�u�•�G�\�@�[�A�•���G�€�@
�Ç6ë6õ�€�8 �~�
 �Û(í�8 �~�_�v�X�̂ �@�•�\ *ƒ�<�•�� !

３．研究実践 
（１） 単元名 見えない思いをことばにのせて～絵から生まれることばの世界～ 
（２） 単元について 
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–% �†  ・絵から思いをめぐらして、ことばにしてみようとする。 
・自分の思いや友達の思いに寄り添い、読む人に伝わることばを選ぶ。 

＜絵から生まれる問いに思いをめぐらす＞ 
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＜本単元で扱う絵について＞ 
 どのような絵を使うかというのは、非常に悩むところである。絵でも写真でもいいとも思うが、私
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は、「何だかよく分からない」絵や写真に魅力を感じる。疑問がわくからである。自分の生活とは違
った非現実的な絵は、「これはいったい何であろう」と真剣に絵に向き合い、想像を働かせなければ
ならない状況を生み出すからである。今回は、絵を使うことにしたが、自分が見て直感的に「おもし
ろそうだ」と思ったものを選んでいる。以前、６年生でクレーの絵やシャガールの絵を使ったり、
「アジアンアイ」という写真集を使ったりしたこともあるが、今回は４年生という発達段階を踏まえ
て、絵を選んだ。 
 絵を見て何を感じるかということに、正解はない。しかし、感じたことを伝えるためのことばをど
う選ぶかによって、絵を見て想像したことが、うまく相手に伝わることばかどうかということは、学
習する価値がある。「自分はこう思ったからこう書いたんだ」と主張したところで、それが相手に伝
わらなければ、ことばとしての意味をなさない。どういう表現をすればよいのか、正解はないけれど
も、みんなで考えることによって、ことばと向き合う楽しさを味わわせたいと考えた。 
＜自分の見つけた思いをことばにするための手立て＞ 
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＜見えない思いをことばにする＞ 
 「見えない思いをことばにする」ということは、絵から感じ取ったことをもとに、その絵に隠され
ている思いをことばにしていくことである。だから、「絵に見えていることを書くのではない」「感じ
たことをことばにし、そのことばを中心にして想像を働かせる」というようにした。 
 光村図書４年下「はばたき」には、「詩は、感じたことやそうぞうしたことなどを、言葉や文を短
く連ねて表現するものです。」と書かれている。短いことばで書くということはわかるが、「詩」その
ものが、どういうものかということへの答えは、難しい。 
 子どもたちには、「詩を書く」としつつも、わたし自身が詩の形にこだわってはいない。「詩の形に
なっていても、なっていなくても気にせずに、想像したことを遠慮せずに書く」「これまで読んだ本
や詩の中から、使ってみたいことばがあったら、使ってみてもいい」と投げかけた。全部を真似する
のではなく、心に残っているフレーズをどこかで使えないかと考えるのもいいと思っている。（お気
に入りのフレーズを使おうと思っていても、実際にはうまく使えないことが多いのは承知の上である
が、使おうとしてうまくいかないという経験をするのも必要な経験である） 
 子どもたちは、表現することに臆病である。慎重といってもいいのかもしれない。「こんな風に書
いていいのかな？」「これでもいいの？」という質問が多く出る。まずは、想像したことを詩になっ
ていようが、なっていまいが、ことばにのせてみて「自分はこんなことができるんだ」という自信を
もたせたいと考えた。 
（３） 学習指導計画（６時間目／全１０時間） 
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９．実際の指導の流れ 
＜「絵から想像したことをことばにする」にいたるまでの土台づくり＞ 
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◇詩のおもしろさを体にしみこませる! �I�c �Æ�� �´ �• �²�°  
 本校では「ことばを楽しむ」という音読集を使って、詩やことわざ、古典、小説の一節などを毎日
音読することにしている。音読を繰り返して暗唱できるようになったものは、みんなの前で披露する
ということを繰り返し行ってきた。 
◇好きな詩を見つけて集める 
 子どもたちは、詩を集めるのも好きである。小さな詩集作りをして、自分の好きな歌の歌詞を書い
てきたり、いいと思った詩を書いて集めている。また、自分の詩集の中から好きな詩を覚える子も出
てきており、現在は、自分の詩集の中から紹介したい詩の暗唱に取り組んでいる。 
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◇表現のレッスン 
 ①自分の読んだ本の中から、すぐれた表現（いいなと思ったことば）を見つける 
 ②「スワンレイクのほとりで」の表現について学習する 
 ③「ふしぎ」金子みすゞの詩を読んで、表現の技法を見つける 

 表現に着目させるため、本を読んでいいなと思った表現（ことばや文）を集めて、どうしてその表現が気
に入ったのかを話し合った。また、教科書教材である「スワンレイクのほとりで」についても、優れた表現
を見つけながら読むようにした。優れた表現を見つけて、なぜそれをいいと思ったのかを話し合うことによ
って、内容ともつながっていったのは、おもしろかった。 
 また、金子みすゞの「ふしぎ」という詩についても、どのような技を使っているのかを見つけて読んだ。
（リズム七五調・くり返し・倒置法・対比・擬人法・色・暗喩・オノマトペ） 
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①ことばとことばのドッキング･･･カードに書いたことばをドッキングして新しいことばをつくる。 
②ゆかいな主語・述語・修飾語･･･列ごとに主語・述語・修飾語を書き、ランダムにつなげる 
③連想トレーニング･･･ファミリーで○○といえば、○○をつなげていく 
④つづき詩･･･詩の書き出し部分を指定して、そこから先を想像して書く 
⑤いいえ詩･･･「いいえ」ということばで発想の切りかえをして書く 
⑥変身詩･･･擬人的にとらえて、どんなことをしているのかを考えて書く 

 ⑦じゃなくて詩･･･「じゃなくて」ということばで「あたりまえ」の見方から新しい見方をさせる。 
 想像力を育てるためには、柔らかな考え方が必要である。「そんなことあるはずがない」という考えから
「あるかもしれない」「あったらおもしろい」という考えに誘うように言葉遊びを行ってきた。 
 ことばとことばをドッキングさせて、ありえないことばを作り、そのことばでお話作りをしたり、連想し
たことばをつなげて詩を作るなどをすることにより、ことばを本来もつ意味から飛び出して発想することの
楽しさを味わわせた。 

�w�Í�ä�Ü�¨ 
F���x �5 	G�‚ �²�º�®�Ã�í�®�Ã�Ë�Æ�́ �æ���|  
◇絵を見て想像したことをことばにするときに 
・絵に描かれているもの・色・どんな風に描かれているかをじっくりと見る 
・「変だな」「不思議だな」「分からないな」と思うことを見つける 
・どうしてこれを描いたのか、どうしてこんな風に描いたのかを想像する。 
・想像するストーリーを書いてみる。 
 （まずは、思ったことを自由にお話的に書いてみることで自分の思いを整理させる。） 
・見たままを書かない。見て想像したことを書く。（見たままが日常だとすると、非日常に飛ばせる） 

＜見えない思いをことばにのせる 絵を使った実践へ＞ 
 ①山中現「かお」という絵から詩を作る 
 ②藤城清治「光のプレリュード」という絵から詩をつくる 
 ③ミッシェル・フォロン「無題」の絵から詩をつくる 
 ④ミッシェル・フォロンの絵の中から、ファミリーで一つの絵を選び、その絵の詩をつくる 
 ⑤ミッシェル・フォロンの絵の中から、自分の好きな絵を選んで詩をつくる 

!
!


¹ 3û�M�¦ FøFçFö�Q#ÝFçFï).H��e FÛG�FÂ8¦ ! �£�p#'FÃFÂ
œFþGeGzGxGsGŠGW.(�Û�ë��FÃFÂGmGQGEG5GyGcG7G{G•!“8ŸFÃ!
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E{). FÛG��¤ Fè�v FóFïFãFøG"FãFøG�FûFéG�HZ��7• Fþ�8��HZ !
 「見たままをことばにするのではなく、そこからイメージを膨らませたことをことばにする」とし
た。例えば、山中現氏の「顔」という絵では、この子から何を想像するかを考えさせた。この絵をも
とにして、ストーリーを作り、それを詩的なことばにして表現した。 

 
 
 
 
 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

�1���	�ù�=�Œ�'�û�?�E �É�Ë�¦�ä �� �Ù�ç�º �¿!

!
�/�� �§�  �î�» �Ë�í�Ý�Ã�Æ�¿�í �• �ª 
 

 

 朝 ７時 
わたしは丘にのぼって 
太陽を見た 
はくいきが白くふくらんでゆく 
太陽が街を照らしてる 
肉屋の人が準備をしている 
 あっ！ 
もうすぐ学校の時間 
いそいで学校へ向かう 
最初の授業は 
算数だ 

 
 
 
 

     青色ソーダ 
友達とけんかした 
ボクのせいで 
「ごめんね」って言いたい 
それでもボクは 
「ごめんね」って言えない 
ボクの心はゆっくりと 
みちた牛乳色から 
悲しい青色ソーダに 
変わってゆく 
 

真夜中 
真夜中に  
古い音色が 
空にむかってひびきます。 
そして月は思います。 
この音楽は 
世界中にとどいたら 
どんなにすてきなのだろう 
そして灯台は思います。 
私がてらしてあげよう･･･と 

 
 
 
 

ひいてほしかったのに 
本当はひいてほしかった 
いろんな人にひいてほしかった 
それで 
いろんなところに行ったのに 
だあれも 
ひいてくれなかった 
だから 
かくごを決めて 
月に！ 

 
こどく 

 
いじめられた人の心 
心のきずはつかのまに 
深くなりいたくなる 
ずきずきどんどん深くなる 
いじめられた人の心 
いつかきずが作用して 
こどくな気持ちになってくる 
心のきずは治らない 
いじめられた人の心 
心の病気悪化して 
命を落とすこともある 
 
心と命 同じもの 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思い出の整理 
 
感じた気持ちを 
はこぶ 
うれしいことや 
かなしいことや 
はらが立つこと 
色々なことを 
大切に保管する 
目印をまいたら 
思い出がでてきて 
思い出す 
思い出したくもないものは 
せっせせっせと外に出す 
けれど外にでたものは 
いまだに一つもない 
いつかは出てくると思うけど 
外にだしたくはないな 
 
 

 
小さい全体と大きい全体 

 
小さい全体だと 
私は仲間はずれ 
だってみんなと行く方向がちがう 
 
大きい全体だと私はみんなと同じ 
だって 
みんなぜんまいがついているから 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 絵から「朝」「けんかした後の顔」を想像する子もいれば、自分自身は体験していない大地震に遭
ったことや卒業を前にした気持ちを想像して書くなど、自分ではない誰かになったつもりで書いて
いる。普段は自分のことを「オレ」と言っている子が、詩の中ではさらっと「私」と書いていると
ころにも、想像して書くことのおもしろさを感じる。 
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５．本単元のふり返りから !
学習でがんばったこと 
・読み合いで、詩の中の気持ちを見つけ出すことと詩をイメージして書くことがむずかしかった。 
・言葉を色や形から考えて、ストーリーをイメージした。 
・友達の詩を読んで、改善する所を見つけて、次の詩にも生かせられるようになったこと。 
・詩では、なるべくはっきり言わず、ちがう言葉で表現することをがんばりました。でも、やっぱりむ
ずかしかったです。なので、谷川さんや金子さんはすごいなと思います。 

・最初の方は、絵とマッチするように心がけていました。けれど、最後の方には、くり返しやリズムに
も心がけました。 

 
学習をやってみた感想 
・色々な詩をつくって読み合うと、思いつかないような表現がたくさん出てきてすごいなあと思いまし

た。詩づくりは、表現を見つけ出すのが一番むずかしかったです。題名を決めるのも、作った詩の表
現で、できるだけ表したかったけれど・・・ 

・最初は詩を書くといわれ、おどろきました。作ってみると、意外に楽しかったです。調子に乗ってし
まい、一つの詩だけ上手く書けなかったのがくやしいです。詩を書くのは好きかと言われたら、「あ
まり」と答えますが、やってみてよかったと思いました。 

・絵から色々な言葉を思いつき、そこから詩をみんなで書いて楽しかった。絵がどんどんむずかしくな
って、いろいろまよったりして、むずかしくておもしろかった。 

・はじめの時は、詩を読んでいる側だったけれど、詩を作ってみるとなったとき、「むずかしそう」と思
ったけれど、やっていくうちに技を使えるようになり、詩の特徴などが分かってこれたと思う。 

・想像すると、次から次へと思いついて楽しかったです。上手に書けた詩や上手く書けなかった詩もあ
ります。でも、全部、私にとっての宝物です。他の人の詩を読んでいいなと思ったりできて、楽しか
ったです。 

・最初は、詩を読むのがむずかしくて苦手だったけれど、最後の方には、詩を読むのが楽しくなって、
道に植えてある木をみて詩をよんでしまいました。 

・とても楽しかったです。詩を��書くのがとってもむずかしかったけれど、とっても楽しくもありまし
た。今度は、もっと長い詩にチャレンジしたいです。 

 
どんな力がついたと思うか 
 ・イラストや絵を見て、気持ちを想像する力が増えたかなあと思っています。 
 ・絵を見て、じっくり考える力がついたと思います。 
 ・絵からイメージを想像し、ストーリーを考えられるようになった。 
 ・絵を見て題名をつけたり、文を作ったりする力や文を読んで絵を想像する力がついたと思います 
 ・表現の仕方が分かるようになった. 
 ・想像力や表現力。あとはいい詩を見抜く力などだと思います。 

 
６．成果と課題 
! ◎抽象的な絵を使うことによって生まれる気楽さ、自由さが話し合いを活性化させる 
   絵を使っているので、自分のことを語るのではないという気楽さが、子どもたちの心を解放し

ているように感じた。なんだかよく分からない絵であり、正解がないのは一目瞭然の中での話
し合いであるので、「ああじゃあないか」「いや、そうではないだろう」ということが、絵の解釈
をするときに生まれていた。 

   また、その絵にことばをのせた後の交流の様子をみると、各クラスともに作品集に読みふける
姿が見られた。「へえ、あの子がこんなことを書くんだ」「自分はこんなこと思いつかなかった
なあ」「こんなに長く書いている」「短くてもいいこと書いてある」など、交流の場面でよさを共
有することができた。作品集が印刷できてきないと「先生、まだなの？」と催促されることも
あり、楽しみにしている様子が見られた。作品集は全員分を印刷して配付していたので、普段書
かないで知らんぷりしている子にも「出さなければ」という責任感が生まれていたようにも思
う。 

 
! ◎ことばには、人を勇気づける力がある 
  本実践をするにあたって私の心の拠り所となっていたのは、谷川俊太郎さんの「詩ってなんだろ

う」という文庫本である。「この実践は難しいのではないか」「詩ってよく分からない。よした
方がいいのではないか」という助言もあり、迷うこともあったが、谷川さんのことばを頼りに
してすすめることにした。そして、そのことばを子どもたちにも伝えてきた。それは、冒頭のい
くつかのことばである。 

   こうであらねばならぬ」というように言われると、大人の私でさえも萎縮してしまう。前に進
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ワークシート 
・ここでは、根拠に関連

する具体的な出来事や
事実がワークシートに
書かれているかを確認
する。 
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ワークシート 
・ここでは、社会生活に

関わる題材がワークシ
ートに書かれているか
を確認する。 
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観察 
・ここでは、新聞の投書

を書く上での留意点に
ついて見通しをもって
考えることができてい
る か を 発 言 で 確 認 す
る。 
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提出データ 
・ここでは、多様な読み

手に自分の考えが分か
りやすく伝わる表現に
なっているかを変更履
歴を参照しながら確認
する。 
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観察 
・ここでは、文章の表

現を直すことについ
て、今までの学習を
振り返りながら記述
できているかをワー
ク シ ー ト で 確 認 す
る。 
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夏休みに入り、数名の生徒の投稿が実際に朝日新聞に掲載された。新聞の投書欄は、個人の日記
帳ではない。掲載に至った生徒たちは、自分の身近な体験（祖母の話や母の病気など）を、見も知ら
ぬ他者が読んでも「共感」や「気づき」を得られる形へと、文脈を再構成することができた。「私だ
けの思い出」を「社会全体で考えるべき課題」へとつなぎ合わせるこのジャンプこそが、創造的思考
の核心であると考える。 
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実際に編集者の方とメールをしていくうちに、どんどん文章がスッキリしていったように感じた。具体的には
自分でも言葉にしきれない感情を文章化してくれたり、文中で浅いと感じるところを深くしたり、ちょっと
した表現の変更であっても効き目は絶大だった。当初の文字制限を聞いた時は、たった 400 字程度で主張や
根拠を述べることができると思っていなかったけれど、想像以上に深い文章に仕上がったので驚いた。（投稿
生徒の感想） 
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部会長：附属高等学校 河西静香 

部会員：附属小学校  神﨑芳明 

附属中学校  君和田雅子・桐山瞭子・戸谷順子・向田瑞貴 

附属高等学校 原大介・丸山実花・三浦高之 

 

部会紹介 

「生徒の表現をどう見るか。どう受け止めるか。」 
 

 本部会ではこれまで、「探究力・活用力」の育成をテーマに研究を重ねてきた。各教科や発達段階

による「探究力・活用力」のとらえ方は様々である。子どもたちが表現を育む際に、先を見通して仕

組んだり仕掛けたり、生徒が表現したいことを素直に安心して出せる環境(場や機会、人間関係等)を

つくり出すことが、教員にとって重要である。また、彼らがそれぞれの発達段階までに積み重ねたも

のを無にせず、それらがスパイラルに高まっていくことを支援していくことも大切であろう。 

本部会では、「表現する」ことにおける「探究力・活用力」を、教科学習によって獲得される「道

具としてのスキル」の部分と表現活動を豊かにするための「発想を実現する力や姿勢」の部分の両面

があると考える。それらが両輪として相互にうまく作用し合うことにより、表現活動をより豊かなも

のにしていくことができる。 

今日、子どもたちが社会の中で生きていくときに、自分の好きなことと納得がいくまで向かい合

い、様々なメディアを活用し、創造したものを自分なりの判断力を持って発信していくことが、子ど

もたちが表現するということにおいて、探究・活用する姿ではないかと考えている。 

それぞれの授業実践の中で、様々な発達段階や教科領域の教員が「表現」という共通の課題に向

き合うことで、実に多様な表現教育の可能性を探るヒントが得られてきた。また、私たちが考える

「表現」には他の発達段階や表現を支える媒体の多様性を再認識し、相互間には重なる部分(共通性)

と重ならない部分(独自性)があり、それらを丁寧に見取っていく必要性も感じられてきた。引き続き、

それぞれがさらに深く考察し、さらなる表現カリキュラムの開発に励み、共有を重ね、より多面的・

多層的・多角的に表現教育を考えていきたい。 

 

 

 

 



44 

 

���`�p9× �b �K)F �† �–1‘ �K�S 6ä$Î%Ê'2�� !
/²#' �† �È�F�Ý�u�• 4Š�
 !

7C�“�̀ �Û�/ ! ! 神﨑芳明!

7C�“�p�Û�/ ! ! �©�ô#ã7ž�Ê�í�R�£%‘�Ê�í�̂ 1Â8p�Ê�í�¥#ã#^2� !

7C�“9×'¼�Û�/ ! ��0Y7ü96�í�N�±�Ó�í�x�£��,<�í�U�†9×�… !

 

>&>/>'�\0ñ �¸�î�Ð �_ 6õ�M�• �•4Š�
 �b 1"8Ÿ!

 

昨年度までの研究では、「生徒の思った事・感じた事を表現する活動」に焦点を当て、研究を進め

た。本部会では、人と人とが言語を用いて話すタイプの対話だけではなく、教科ごとの特性に応じた

対話的な活動があると捉えている。例えば、人と言語を使った対話以外には、色と形や音、身体を使

った表現など、様々な対話方法が考えられる。今年度は昨年度の研究を発展させ、活動を通して生ま

れた生徒の表現を評価という観点からだけでなく、どのように見るか、どのように受け止めるか、と

いうことに焦点を当て、研究を進めていくことにした。 

また、今年度の課題「生徒の表現をどう見るか。どう受け止めるか。」に対する実践の取り組みと

して、本部会で継続して研究を行ってきた「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接

続を意識した開発研究」と関連させて研究を行った。本部会では、「お茶大コンピテンシー等の育成

に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」を一過性のものや特定の教科のみでしか活用できな

いという考えではなく、教科横断的な共通の取り組みとして実践できる教育と捉え、「幼小中高大の

接続」を意識した実践を各教科で考えることとした。今年度の本部会は附属幼稚園の部員がいないた

め、所属部員で可能な範囲で実現できる取り組みを考えていくために、「小中高の接続」という視点

で研究を進めた。 
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音楽科における音楽の「聴き方」というのは、かねてより学習指導要領上では「音楽を形づくって

いる要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚し

たことと感受したこととの関わりについて考えること」という言葉で述べられてきた。表現というの

はこの「聴き方」によって規定されるが、その「聴き方」は個人によって全く異なるものである。本

実践は表現の入り口となり得る、この「聴き方」にフォーカスしたものである。 
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《実践事例》 

題材名：中学２年生「私たちは音楽の何を聴いているのだろうか」 

1. 生徒の「表現」に対する本実践の定義 

表現とは、単に技術的にアウトプットすることではない。本題材では、「対象（音楽）をどのよう

に知覚・認知したか（＝聴き方）」の結果として表れる、評価・分析・創作活動のすべてを「表現」

と定義する。生徒一人ひとりが持つ「認知のフィルター」の違いを認めることが、表現を受容する第

一歩であると捉えた。 

 

2. 表現の源泉としての「認知」の可視化 

生徒が何を知覚し、どう表現に結びつけているかを以下の段階で捉えた。 

① 分類という表現：マトリックスによる認知の図式化 

共通の 8 曲を「好き嫌い×興味」の軸で分類させる活動は、生徒の深層にある判断基準を可視化させ

るプロセスである。 

教師の視点： 「ケチャ」を聴いて笑う、あるいは「月に憑かれたピエロ」に眉を顰めるという反応

を、不真面目な態度ではなく、未知の音響に対する「身体的・直感的な認知の表現」として肯定的に

受け止めた。 

受容のポイント： リズムに反応する生徒、音色に惹かれる生徒など、認知の優先順位が個々で異な

ることを「ランキング」として言語化させ、それぞれの表現の正当性を担保した。 

 

② AI を媒介とした表現：プロンプトと評価の不一致 

「春はあけぼの」を AI で作曲する活動では、自分のイメージ（認知）を言語化（プロンプト）し、

生成された音響を再評価するサイクルを繰り返した。 

教師の視点： AI が生成した「Uh～」という溜めや、明るすぎる曲調に対して生徒が放った「自分は

普通だが、友だちは余分だと言った」「不自然さが耳につく」という言葉を、鋭い「批判的鑑賞の表

現」として捉えた。 

受容のポイント： 自分の作品であれば守りに入ってしまう評価も、AI という「第三者の作品」を介

することで、認知のズレを率直に表出させることに成功した。 

 

③ 分析という表現：推し曲の「解像度」 

夏休みの課題「ミュージックトーク」では、主観的な好きを、音楽を形づくっている要素を用いた客

観的な分析へと昇華させた。 

教師の視点： 生徒が好きなポピュラー音楽を学問的に解剖する姿を、「娯楽を文化的な知性に変容さ

せる表現」として評価した。 

受容のポイント： オンラインツール（メトロノーム、コード検索等）の活用により、感覚に頼るだ
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けでなく、根拠に基づいた表現（プレゼンテーション）へと導いた。 

 

3. 結論：生徒の表現をどう受け止めるべきか 

本実践を通じ、生徒の表現を受け止める際の指針として以下の 2 点を得た。 

（１）「認知の多様性」を表現の豊かさと捉える 

同じ曲を聴いても、ある生徒は「静か」と感じ、ある生徒は「J-POP的で賑やか」と感じる。この

乖離は誤解ではなく、その生徒がどの要素に耳を傾けているかという「個性」である。指導者は「正

解の聴き方」に導くのではなく、なぜそう聴こえたのかというプロセスを評価すべきである。 

（２）「他者の靴を履く」体験の創出 

友人の分析を聞き、「自分にはない視点だが、その聴き方なら納得できる」という対話が生まれた。

生徒の表現を受け止めるとは、教師が評価を下すだけでなく、生徒同士が互いの「認知のフィルター」

を尊重し合える環境を整えることであると言える。 

 

4. 今後の展望 

「表現」の背景にある「認知」をより精緻に見とるため、今後は同じ楽曲に対して複数の異なる評

価（表現）が出た際、それをクラス全体でどのように構造化し、学びの深まりとして共有していくか

を研究していきたい。 

!

�r7C�“9×�/ ! �N�±�Ó !

!

7 月 1 日の発表では、「これからの学校に音楽という教科が本当に必要なのか」という根源的な問

いを扱った。本発表は、６月 16 日に附属高校で実施された同テーマの公開研究授業を受け、その議

論をさらに深化させたものである。議論の中心となったのは、「表現力の伸長」という教育的目標の

もとで、学校における音楽科の存在意義をいかに再定義するかという点であった。!

 まず、同年代の集団で音楽を学ぶことの教育的価値について検討がなされた。近年、吹奏楽や合唱

などの音楽系部活動が外部委託の方向に進みつつある状況において、学校という場で音楽を学ぶ必然

性は揺らぎつつある。もし音楽系部活動がすべて外部化された場合、音楽科はどのような内容を扱う

べきか。また、そのことは音楽教員の専門性の根幹にも関わる重大な問題である。 

 一方で、現在の音楽科の授業は「表現力の伸長」という理念を十分に体現しているのかという批判

も提示された。歌唱や器楽演奏が目的化し、活動そのものの反復に依存した授業になってはいない

か。あるいは、ICT 活用を「最先端」と捉え、端末やソフトウェアの操作習得に偏った内容に留ま

っていないか。もしこれらが授業の中心を占めるのであれば、「学校で音楽を学ぶ」必然性は弱まる

と言わざるを得ない。 
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 対照的に、美術科は早くから現代社会の変容を踏まえ、新たな題材や表現方法を積極的に教科書へ

取り込み、教科としてのアップデートを進めてきた。これに対し、音楽科は時代の変化への対応が遅

れ、結果として「オワコン化している」との批判が生じている。発表者（原）はそのような問題提起

を行なったが、一方で参加者からは、音楽には依然として教育的価値があるとの意見や、教科の再構

築に向けた多様な提案が寄せられた。 

 総じて、音楽科の存在意義は揺らいではいるものの、その必要性を否定しきれるものではない。た

だしそれには、従来型の活動の繰り返しから脱却し、現代の学習者にとって意味のある「表現」とは

何かを再定義する努力が不可欠である。本発表は、その第一歩として、音楽科が抱える課題と可能性

を改めて問い直す契機となった。 
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単元名「国語辞典を語る」（附属中国語科 戸谷順子） 
  2025 年度公開研究会において、以下の授業を公開した。 

〈授業の概要〉 
普段愛用している国語辞典について、その辞書の「分かりやすさ/便利さ」「分かりにくさ/不便さ」
についてグループ（同じ国語辞典を使う仲間）で語り合う。語り合った内容について、以下の⑴⑵を
本単元のゴールに設定した。 

 ⑴新入生にその国語辞典の良さを紹介する。（新聞を作成） 

 ⑵辞書編集者に、実際にその辞書を使ってみての意見を伝え
る。（スライドを作成） 
⑵は伝える対象が辞書編集者であるため、中学生が普段用いる
表現で問題ないが、⑴は伝える対象が新入生であるため、生徒
たちの普段の語彙、表現では新入生に伝わりにくい、分かりに
くいものになる可能性がある。そこで「新入生、つまり現在の
小学 6 年生にも伝わる表現を意識しよう」と生徒たちに伝え
た。ところが生徒たちの様子を見ていると「新入生に伝わる表
現ってどういう表現だろう？」という戸惑いが感じられたの
で、新聞記事がおおよそ完成したところで、別のグループの生
徒と互いに読み合い、それぞれの記事にコメントを付す時間を
設けた。生徒たちには「現在の小学 6 年生にも伝わるかどうか
を意識して記事を読み、コメントをしよう。」と伝えた。 
 自分が書いた記事を客観的に見た仲間のコメントをもとに、漢字表記だけでなく、新入生にも
伝わる表現や取り上げることばの例を工夫しようとする姿勢が見られた。目的や対象に合ったより
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より表現にしていくためには、教員だけでなく、生徒同士が互いに相手の表現に寄り添うことも大
切である。 

 

【保健体育科】 
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②附属中学校 君和田雅子 

 中学１年生「ダンス」：「ものとかかわって」しんぶんし 

 

 

 

 

１．本実践の目標 

本実践では、身近な素材である

新聞紙を媒介として、以下の 2

点を主なねらいとした。 

1.! 「ダンスはあまり動か

ない」「難しい」といった既成概念を取り払い、身体を精一杯使って表現しようとする姿。 

2.! 新聞紙に意識を集中し、なりきって動く経験を通して恥ずかしさを軽減し、我を忘れて思い

きり動く体験。 

とりわけ中学一年生にとって、授業でのダンスは初めての学習となることが多く、恥ずかしさや「ど

う動いてよいかわからない」という戸惑いが大きい。そのため、新聞紙の動きを“よく見てまねる”と

いう間接的なアプローチが、抵抗感なく身体を動かし始めるきっかけとして非常に有効であると考え

た。 

２．評価の観点 

評価は以下の点を中心に行った。 

�x! 新聞紙との関わりを通して我を忘れて動き、自分なりの精一杯の「ダイナミックさ」を表現

できていたか。 

花子の学習カード② 
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�x! ダンスにおける心地よいひとまとまりである 「ひと流れ」 を体感し、再現しようとしていた

か。 

�x! 新聞紙の動きをよく観察し、視覚的に捉えた動きを即座に身体で表そうとする反応 が見られ

たか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践内容の概要 

（１）ウォーミングアップ 

授業冒頭では、ストレッチを取り入れながら新聞紙を扱

い、素材に慣れつつ活動へ移行した。新聞紙をまたぐ、

持ちながら前後屈するなどの簡単な動きに続き、投げて

キャッチする、回転して受け止めるといった小さな挑戦

を段階的に提示した。一人から二人組へ、静止から移動

へと広げていくことで、新しい動きが自然に生まれ、楽

しみながら身体を大きく使う姿が見られた。 

（２）新聞紙「になる」活動 

二人組で交代しながら、太鼓の合図に合わせてひと流れ

ずつ表現した。 

“ふわー、くしゃくしゃ、コロコロ、ポーン” といった新

聞紙特有の動きから着想を得て、三つほどの動きをつな

ぐことで短く印象的な ひと流れ をつくった。新聞紙を

持つかどうかは生徒に委ね、ジャンプを取り入れるな

ど、動きの工夫や主体性が見られた。 
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（３）教師とともに動く場面 

大きく動くことに不安を感じる生徒が多いため、教師が新聞紙を明確に大きく動かして方向性を示

し、「よく見て動こう」「いい反応だね」など即時の声かけで支援した。新聞紙の変化を手がかりに自

発的に動く姿が増え、恥ずかしさを乗り越える様子が確認

された。 

（４）「ひと流れ」の理解と創作 

「ひと流れ」は音楽のワンフレーズのような短くまとまり

のある動きと説明し、集中して一気に動ける約 20 秒程度

を目安とした。二人組で出し合ったアイデアを 2～3 つつ

なげ、ジャンプを加えるなど変化をつけることで、オリジ

ナルの短いフレーズが自然に形づくられた。 

４．考察 

 本実践を通して、新聞紙を使った活動は、中学一年生が抱きやすい「恥ずかしい」「どう動けばい

いかわからない」といったダンスへの不安を軽減し、身体表現への入り口として大きな役割を果たす

ことが明らかになった。特に、新聞紙の動きを観察し、それをまねて“なりきる”という行為は、注意

の焦点を自分ではなく新聞紙へと移すことで心理的負担を下げ、結果として 我を忘れるほど没入し

て動く体験 を生みやすい。 

 加えて、新聞紙そのものが示す“ふわり”“くしゃくしゃ”“転がる”といった変化に富んだ動きは、生

徒にとって自然な動きの手がかりとなり、技術指導を行わなくても多様な動きが自発的に生まれると

いう利点がある。これは、ダンス経験の少ない生徒でも「動く楽しさ」を実感しやすくなる重要な要

素である。 

以上の点から、新聞紙を用いたダンス指導は、初めてダンスに触れる生徒にとって、抵抗感を低減し

ながら身体表現への第一歩を踏み出すための有効な題材であると考えられる。 

（文責 君和田雅子） 
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部会長：附属中学校  渡邉光輝 

部会員：附属中学校  藤倉遼介 

    附属高等学校 植田敦子・玉谷直子・山上通惠 

 

 

部会紹介： 

 

  「ICT の活用促進と教育の質の向上に向けた校種間連携」 

 

 本部会は、教育現場における情報通信技術（ICT）の活用促進とその効果的な統合に注力し、附属

中学校・附属高等学校の教員が校種を超えて知見を共有しながら、教育の質の向上と業務の効率化を

目指して活動しています。近年は、生成 AI 技術の教育活用と校務のデジタルトランスフォーメーシ

ョン（DX）を重点テーマとして取り組んでまいりました。2024 年度は、これらの継続的な取り組み

に加え、生徒自身による AI 活用への対応、校務支援システム導入に伴う校種間の実務的な知見共有、

および先進校視察を通じた探究カリキュラムの研究を行いました。特に本年度は、本校が育成を目指

すコンピテンシーのうち「批判的思考力」に着目し、ICT の活用がこの力の育成にいかに寄与しうる

かという観点から、部会としての議論を深めました。 

 

「ICT 活用を通じた批判的思考力の育成――生成 AI への対応と探究カリキュラムの検

討を中心に」 
 

ICT 部会 

附属中学校 渡邉光輝・藤倉遼介 

附属高等学校 植田敦子・玉谷直子・山上通惠 

 

（１）当該テーマに関する本部会の課題 

 

 本部会では、共通テーマ「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開

発研究」について、本学が掲げるコンピテンシーのうち「批判的思考力」に焦点を当て、ICT の活用

場面においてこの力をどのように育成するかを課題として設定しました。 
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 批判的思考力は、協働性・創造的思考力・問題解決力と並ぶコンピテンシーの柱の一つですが、生

成 AI の急速な普及により、その育成の重要性はこれまで以上に高まっています。AI が容易に文章や

回答を生成できる環境にあって、情報の妥当性や限界を吟味し、自らの判断に基づいて思考を構築す

る力は、教科の枠を超えて求められる資質です。 

 本部会は附属中学校と附属高等学校の教員で構成されており、「幼小中高大の接続」については、

中学校から高等学校への接続を中心的な範囲として扱いました。中学校段階で批判的思考の基盤をど

のように形成し、高等学校段階での探究的な学びにどう接続させるかという問いを、本年度の議論の

軸としました。 

 

（２）課題に関する本部会の取り組み 

 

校務 DX の推進 

 

 附属高等学校における校務支援システムの導入が進められたことを受け、先行して同システムを運

用してきた附属中学校の事例を部会内で共有しました。中学校における成績処理・出欠管理・通知表

作成等の運用実績や、導入過程で直面した課題と対応策について具体的な報告が行われました。高等

学校側からは新システムへの移行に際して想定される課題や既存業務との整合性に関する問題提起が

なされ、校種間の情報共有を通じて、円滑な導入に向けた実践的な示唆が得られました。 

 

生徒の AI 活用と批判的思考力 

 

 昨年度までは、教師が授業場面において生成 AI をどのように活用するかという観点を中心に検討

を進めてきました。しかし本年度は、生徒が教師の管理下にない場面で AI を利用する事例が増加し

ている実態を踏まえ、その対応策について重点的に議論を行いました。 

 この問題は、単にルールの整備にとどまるものではなく、生徒自身が AI の出力を鵜呑みにせず、

その妥当性や限界を吟味する力、すなわち批判的思考力の育成と深く結びついています。部会では、

AI の出力をそのまま成果物とすることと、AI を思考の補助として活用することの違いを生徒に理解

させる指導のあり方や、課題設計そのものを見直すことで AI の安易な利用を防ぐ方策が検討されま

した。中学校・高等学校それぞれの実情を共有しながら、校種を超えた共通の課題認識を深める機会

となりました。 

 

先進校視察と探究における批判的思考力の指導 

 部会メンバーのうち 2 名が金沢大学附属高等学校の公開研究会に参加しました。同校では、探究的

な学習を軸としたカリキュラム編成が先進的に進められており、教科横断的な探究活動の設計や評価
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の実際について視察する機会を得ました。 

 視察後の部会での報告では、特に探究活動における批判的思考力の指導に焦点を当てた共有が行わ

れました。同校の実践では、生徒が自ら設定した問いに対して情報を収集・分析し、その過程で前提

を疑い、多角的な視点から検証を重ねるプロセスが重視されていました。探究の各段階において批判

的思考が機能する場面を明示的に設計している点は、本校の教育活動にとっても示唆に富むものでし

た。 

 

（３）まとめ 

 本年度の活動を通じて、ICT 活用に関する議論の重心が、技術の導入そのものから、それを通じた

資質・能力の育成へと移行してきたことが確認されました。とりわけ、生成 AI の普及に伴う生徒の

情報活用の変容と、探究的な学びにおける思考の深化という二つの文脈において、批判的思考力の育

成が共通の課題として浮かび上がりました。 

 中学校から高等学校への接続という観点では、中学校段階において AI の出力を批判的に検討する

経験を積み重ねることが、高等学校段階での探究活動における問いの設定や情報の吟味といった、よ

り高度な批判的思考の基盤となり得ることが、部会での議論を通じて示唆されました。金沢大学附属

高等学校の視察で得られた探究カリキュラムの知見は、こうした接続を具体的に構想するうえで有益

な手がかりとなりました。 

 AI 時代において、情報の真偽や質を見極め、自らの思考を主体的に構築する批判的思考力の育成

は、ICT 活用の中核的な課題です。来年度も、この観点を軸に据えながら、校種間の連携を通じた実

践的な取り組みを継続して参ります。 

 
 


